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撼 竜二 磨∋ 臆   

電気通信サ岬ビスは、国民生活、社会経済活動に必要不可欠なサⅣビスです。このよう   

な電気通信サービスの在び方を検討するためには、その利用動向を客観性、信頼性のある   

データに基づいて把握することが不可欠であることはいうまでもありません。  

このような観点から、郵政省で軋 昭和63年に電気通信事業報告規則（昭和63年郵   

政省令第46号）を定め、第一穫電気通信事業者から電気通信サ叩ビスに係る様々なトラ   

ヒックデータ等の報告を求め、電気通信政策の策定等に活用しているとこるです。  

本資料は、電気通信サービスの中でも、特に国民生活に関連の深い加入電話、自動車n   

携帯電話の利用状況に関するデータについて取りまとめたものですが、当省としては、本   

資料が、電話サービスについて国民利用者の理解を深める仙助となることを願うもの   

です。  

なお、本資料のトラヒッタデータの処理については、郵政研究所通信経済研究部の協力   

を得ました。   
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① 加入電話  

・日本電信電話株式会社（NTT）   

匪第二電電株式会社（DPぎ）  

『日本テレコム株式会社（JT）   

か日本高速通信株式会社（TWJ）   

上東京通信ネットワーク株式会社（TTNeモ〉  

② 携帯一自動車電話   

月NTT移動通信網株式会社他8杜（NTTむoCo恥）   

■日本移動通信株式会社（＝DO）   

憫関西セルラ岬電話株式会社他丁社（セルラー）   

現株式会社ツーカーセルラー東京他2杜（ツ叩カー）   

界株式会社東京デジタルホン他2社（デジタルホン）  



‡ 加Å電話の利用状況  

1加入数・通信量の状況  

（1）平成6年度末の電話加入数は5，994万加入であり、対前年度比では111万加   

入、1．9％の増加となっている。加入数の伸び率はここ数年漸減しており、6年度  

は5年度を0．1ポイント下回っている。  

住宅用と事務用の内訳をみると、住宅用は87万加入、2．2％の増加、事務用は  

23万加入、1】29′らの増加となっている。加入者合計でみて、事務用に比して、住  

宅用の加入数が多い状況は昭和40年代以降続いており、住宅月引ま、4，117万加  

入、事務f削ま1，871万加入であり、約2：1の比率になっている。   

なお、5，994万加入のうち、99．9％以上がNTTの加入電話である。  

E注】ここにいう電話加入数とは、各加入者の自宅、事務所等まで回線を設置して  

いる端末系サービスの契約数であり、長距離系NCCの契約数を含んでいなし㌦  

訂図表卜∴‖  

図表ユー1  加入数■通信量の推移  

2年厚  銅ほ  4年度  5年度  6年厚   

通話画数（億垣）  75′‡   了69   

（伸び率）  〔2．5％）  F〔2．4％）  （0．づ％）  （2．8％）  （4．β％）   

通話時間〔百万時間）  3，460  ∃ 3、6て2   3，7錮   3、941   

（伸び率）  3，686         （貞．1％〕  ∋〔4．射忘）  （2．0さ；〕  （2．鋸左）  （3．9％）   
相加入数（万力口入〕  5，453   5、626   5，765   5．883   5，99∃   

（伸び率）  （4．0う忘〕  （3．2弓′己）  （2，5うも）  〔2．0％）  （1．9％）   

うちNTT分［再掲］  5，448   5，621   5，760   5，878   5，988   

（伸び率〕  （司．0チ左）  〔3．2チ岩）  （2．5侶  （2．0％〕   （1．9％）   

住宅用（万加入）   3，ア00   3、B22   3，930   d，030   4，117  

［占有率〕   ［67，9％コ  は＝瑚  ［68．2％コ  【68．6％】  ［68．8％コ  

（伸び率）   （3．8％）  （3，3％）  （2．8％）  （2．5う墓）  （2．2％）  

事務用（万加入）   1、？48   1、799   1，848   1，871  

［占有率］   

（伸び率）   1，829         ［32．1％】  ［32．0つも〕  ［31，8別  ［31．㈹］  ［31．2％］     （4．2ウ忘）  （2．9うも）  〔1．習呂〕  〔1．0％）  （1．2％〕   
E注】1総加入数＝‥‥NTT、JT、TTN e tの3社の合計値。  

（JTの加入数は、主としてJRの業務用に利用されているもの。）  

2 住宅用一事務用の加入数は、事住区分のあるNTTのみの数値。   



（2）平成6年度の通話回数は約833倍回であり、対前年度比で4．8％の増加となっ  

ている。また通話時間は約39倍時間であり、対前年度比で3．9％の増加となって  

いる。1加入当たりの通話回数は1日3、8画であり、通話時間は1E∃10分49秒  

である。また、1通話当たりの平均通話時間は2分50秒であるっ  

なお、通話回数では住宅用は対前年度比3、4％の増加、事務用は4．6％の増加  

となっておt」、通話時間では住宅用は対前年度比2．6％ぴ）増加、事務用は3〟 3％  

の増加となっている。  

E注ヨ住宅用い事務用の伸び率は、事住区分のあるNTTのみの数値となっている。  

E図表‡一2、3】  

図表‡－2  事柱別通話回数の推移  

800 僚臨  

図表‡－3  事住別通話時間の推移  

40億時間  

ロ 事務用 鞍 住宅用（）内は対前年度比伸び率  

（3）電話の加入数を都道府県別に比較してみると、東京都の約8（〕4万加入を筆頭に、   

大阪府、神奈川県、愛知県、埼玉県の順となっており、人口の集中している首都底・  

近畿圏の加入規模が大きい。首都匿い近畿圏以外で加入数が100万を超えているの  

は、北海道、宮城県、新潟県、長野県、静岡県、愛知県、広島県、福岡県である。  

また、加入増加奉が最も高いのは滋買県（3．て1？ち）であり、次いで三重県（2－  

75％）、奈良県（2．72％）となっている〔．一方、増加率が低いのは、兵庫県   

（▲4．19％）、東京都（1．27％）、山口県（1．69％）の順となっている。  

E国表Ⅰ－4】  

2 －   



図表Ⅰ－4 都道府県別加入数  

（単位二加入）  
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583，357   567，903  15．454   

496．08〇弓  9．961   506，044   

257．221   

322．434   

885．053  

1，378，156   
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35了．722  

ヽ  
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徳田県  

458、801亀  11．055   

687－190   

366－Oj5  

2，296，218  

†2，923  

5  

セ  佐賀県   6，3叫  2・16ワ；   

喜 長崎県  は078 l・84誓ら妻  

至 熊本県   301，972  
295．57B  

657，0縄  

76＝02  15 564 2．059毎星   
570，9坤  559，162   1ト776  2．1㍑   

玉  大分県             宮崎県   529，42引   5†7453   ＝．972   2．3†％   

蔓 鹿児島県   15，240   1－87？も   

沖縄県   527，620  B30、258  
815．018  

5†5．521  1  12．099   2．35うも   

A号⊥  

【コロl   59．935，770∈  58，830．0フ5   1，105．695   1．889も   

［注］NTT、JT、TTNe tの加入数の合計値し  

一 3   



2 通話圏の状況  

（り 各MA（単位料金区域［現在3分10円で通話できる区域〕り現在、全国に567   

ある。）から発信される総通話回数のうち、同一MA内に終始する通話回数の比率は   

全国平均で64，5％である。また、隣接MAに向けられる通話回数の比率は15，  

19′ムであり、全体の約8割弱（79．6％）の通話が隣接MAまでの範囲で行われる   

近距離通話である。なお、同一MA内に終始する通話回数の比率は漸減傾向にあるが、   

隣接MAに向けられる通話の比率は漸増している。【国表‡一5】  

図表Ⅰ－5 同一MA内に終始する通話の比率の推移〔全直平均〕（通話回数）  

平成4年度  

平成5年度  

平成6年度  

（MA内＋隣接）通話   79．6％ （6年度）  

L：2）地域ブロック別に同1MA内に終始する通話の比重をみると、地域によって若干の   

差が存在し、関東、東海、近畿は低〈、北海道、沖縄は高くなっている。特に沖縄は   

約9割の高い比率となっている。関東、東海、近畿が低いのは、これらの地域では東   

京特別区、名古屋市、大阪市から受ける影響が強く、自MA以外に、これらの大都市   

のMAとの通話交流が頻繁に行われていることによるものと考えられる。岬方、北海   

道、沖縄が高いのは、強い影響を受ける大都市が近隣になく、したがって通話交流が   

MA内に限られる傾向が強し1ためではないかと考えられる。また、沖縄の通話終始峯   

が非常に高いのは、各MAが群島からな・つているため、通話交流がMA内に限られる   

傾向が特に強いという要因によるものであろう。巳国表i－6ヨ  

一．・望 〉－   



区憎芝王】6 同一MA内に終始する通話の比率［地域ブロック別平均〕（通話回数）  

招∴MA内通話、※∴閉場、ロ；その他  

こ注ヨ 地域別の隣接通話の中には、集計の都合上、隣接MAとの通話のほか、料金が隣   

接MA扱いとされている離島MAに係る通話が含まれているため、臨表t－5の全   

国平均とベースが異なる。（本図表における全国平均の隣接の比率は15．0％）  

（3）同w・都道府県内に終始する通話の比率をみると、全国平均で80．4％となってお   

り上記の隣接MAまでの結婚率とそれほど変わらない値となっている。これについて   

も、都道府県別にみると若干の善が存在し、北海道、高知県、沖縄県は高いが、首都   

圏、近畿圏は低くなっている。首都潜、近畿圏が低いのは、これらの地域が寮京都と   

大阪府の影響が強いため、県境を越える通話が頻繁に行われてし＼ることによると考え   

られる。 E図表エーブヨ  

（4）対象を地域ブロツウにまで広げると、同一の地域ブロツウ内に終始する通話の比率   

は92．1％であり、ほとんどの通話が近隣の都道府県まで含めた地域ブロック内で   

終始していることを示している。【図表1〟9】  

鮎   



図表Ⅰ一了 同一都道府県内に終始する通話の比率（通話回数）  
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－ニ ‥l ●  
干葉県 穆  
・、・、●－ ●  
神奈JFl県  

新潟県  
富山県  
石川県  
福井県  
山梨県  
長野県  
岐阜県  
静岡県  
愛知県  
三重県  
滋賀県 ⑳  
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大阪府  
兵庫県  
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広島県  
山 口 県  
徳島県  
香j66県  
愛媛県  
高知県 ○  
福岡県  
佐賀柴  
島崎県  
霹買本県  
大分県  
宮崎県  
鹿児島県 ○  
沖縄県 ○  

86．8  
86．5  

84．5  

西軍∴ 斐  
：・ ・」  

こ∫・：．．  

68．8  
72．5  
73．0  
73，了  
87．8  

1・．i  
83．2  
84．5  

82．1盛  
・－－‾、一一  

78．1  
85．了  
占 う  こ  
1！ ご  
73．2宗  
：さ－ ・、－  
要79．7  

78．0  

70．2  
、二ご 1  

81．4  
83．6  
ざ、 －ご  

85，0  
83．9  
85．0  
：  ・こ  

86．8  
筍83．8  

85．5  
79．3  
3 丁．i〕  

3 丁．1  

■  
38．0  

88．8  
95．1  

監注ヨ ○は比率の高い上位5県（道）、⑳は比率の低い下位5県（都）。  
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3 地域間の通話の交流状況  

ニ1）地域間のトラヒッウ交流状況を都道府県単位でみると、ある県から発信した通話の   

着信地は、各県とも近侍県が上位を占めるとともに、東京都または大阪府が上位に現   

れている。特に東京都は、鳥取県を除き、他のすべての道府県で上位5位以内に入っ   

ており、その影響力が全国に及んでいることがわかる。大阪府は、東日本ではやや順   

位が低いものの、西日本ではほとんどの府県で上位5位以内に入っている。  

近畿、中国、四国の各県との関係では大阪府が東京都よりも上位にきているが、九   

州になると、逆に東京都の方が大阪府よりも上位になっており、通話交流の強さは必   

ずしも物理的な距離のみで決定されるものではないことがわかる。  

東京都、大阪府以外では、その地域の中心的な都市のある県への通話が多くなって   

いる。例えば、東北では宮城県、中部では愛知県、中国では広島県、九州では福同県   

が上位にきている。【区表i－8】  

‘．2）地域ブロック単位でみても、上記の傾向は同様であり、各ブロックとも関東または   

近畿が着信地として上位にきている。  

中国、四囲、北憧は近畿への通話の比率が高く、他の地域では関東への通話の比率   

が高くなっている。【国表エ′・・・■9】  

（3） このように通話交流においては、関東（東京都）と近畿（大阪府）、とりわけ関東   

の影響が強く、情報面から見た首都周への一極集中の状況が窺えるっ  

一、7－   



図表Ⅰ－8 都道府県間トラヒツク交流状況（1）  

（通話画数）  

㌘主ヨ 総発信量の単位は苫万回  ［一、：東京、  ：大阪］  

8 一】   



［注コ紀発信量の単位は百万乱  

¶ 9 仙  
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く：4）図表Ⅰ－10は、一定割合以上のトラヒツク交流がある都道府県相互間を線で結び、   

各県を結ぶ先の太さで関係の強さを表したものである。（）内の数字は、交流関係   

のある都道府県の数を示Lている。  

これをみると、東日本は東京都、西日本は大阪府、九州は福岡県を中心に通話圏が形   

成されており、北海道と沖縄はそれぞれ通話圏として独立していることがわかるっ さ   

らに東京都、大阪府を中心とする枠の中でも、宮城県、愛知県、広島県はそれぞれ東   

北、東海、中国の各県に影響を及ぼしており、これらを中核とする地域ごとの通話圏   

が形成されていることがわかる⊃ また、関東では神奈川県や埼玉県、近畿では京都府   

が近隣県に影響を及ぼしており、これらの県が東京都、大阪府に準じる機能を有して   

いることを窺わせる。  

‖ 一Ⅳ   
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（5）東京都、愛知県、大阪府に関するトラヒツクの状況をみると、東京発信のトラヒツ   

ク（通話回数）は、全国総発信数の15．4％であり、東京に着信するトラヒツクも   

ほぼ同じである。このように発着信の比養がほぼ同じであるのは愛知県、大阪府も同   

様である。  

東京都内に終始する通話の比率は11．3％であることから、発着信を合計すると、   

東京都が関係する通話は全国通話の19。7％を占統ており、同様に大阪府が関係す   

る通話は11．8％、愛知県が関係する通話は6．2％であり、これら都府県に関係   

する通話が総通話の36．7％を占めている。  

上記の傾向は、通話時間べ…スでみてもほぼ同様である。ど国表工叫11ブ  

図表エーて1 東京都、愛知県及び大阪府発着信比率  

（通話回数）  

［単位：百万回］  

発信   東京都「愛知県   大阪府   その他   全国  
≡   

！東京都   9．3801 106   2頼  3．149   1乙846   （11．3％） （0．1ワも）   （0′3ワ両〔3．細   （15．4で′乙）  
（9．鍋）   

その他   竜 大阪府  ZZ4    78  6．490    「丁亨亘8   〔100．0％） 

（69．3？ら）   

57，691  

83ら26′  

！   

（遺言舌時間）  

［単位：万時間］  

∫発信   東京都  愛知県「師の他  全国   

東京都   40．696   60，288  

（75．鍋）   

愛知県   5】4⇒  95引 略1柑        （70．3与も）毒 （0．19昌〉   こ0．2頼 （4．6つも）       550  け415  3叫 3．090  2し446  

rO．7％）   （4．4字義）   （0．用）  （0．鍋）  

大阪府   

（0．3？も）   （0▲l乍も）H・4？も）  
（Z．1でも）   

そ   呈二喜   

（7：…冨デと弓三言こ宇芸デ  

（69．4％）   （5．49ち）    988  375  29，299  8，14！  38，802           （9．鍋）   
全国   60，引2  38▲31 274．030   394，094  

（1…b） 汀冨打 3  （69．5ヲ左）  （川0．0％）   

、13   



4 時間帯別の通話状況  

〔NTTの場合〕  

（1）通話回数では、事務用の比妥が全体の6割以上を占めていることから、事務用通  

話の傾向が全体に反映されている。時間帯別では、事務用は、午前の業務開始時の  

9～10時、午後の業務開始時の13～14時、業務終了前後の17～18′時の比  

率が高くなっている丁 一万、住宅用は、18時以降の時間帯の比率が高く、20～  

21時にピークがある。［図表Ⅰ－12】  

（2）通話時間では、通話回数とは逆に住宅用の比率が全体の約6割を占めていること  

から、住宅用通話の傾向が全体に反映されているし，特に住宅用の夜間のピークが著  

しく高〈なっていることが特徴であL」、全体のピークは21～22時に生じている．ン  

一方、事務用のピークは通話匡数と同じである。【国表‡－13ヨ  

〔NCCの場合〕  

（1） 卜jCCについては、事務用・住宅用の区別はないが、NCCの時間帯別の通話   

回数の分布は「」TTの事務用の通話回数の分布と類似していることから、NCC   

の利用者が事務贋を中心としていることを窺わせている。こ鼠表Ⅰ－143  

（2） また、時間帯別の通話時間の分布について6年歴と4・5年度を比較すると、   

一般家庭での利用者が増加していることによる影響か、20～24時の夜間の比   

率の増加がみられる。【国表‡－15】  

ー14一   



図表Ⅰ－－2  時間帯別通話回数（N T T）  

0 盲 2 3 4 5 6 7 8 9 柑1す －2 了3 相 子516 了7 盲8 柑 罰 27 22 23 24  

通 話 時 間 帯 （嘲  

合吉十比率  事芦風習比率  1・ 住宅用比率  

277   柑7   1般 ヨ柑  

．  ．   80，9％  68、Z％  73．5鴬  ＄ヰ．8斗   40．ア％   36．7％   57．0＼   7－．㈹   7≡二；諾7…：芸芸  問帯ト～－   1′〉2  2′〉3  3ノ〉4  j4～5   

5′｝6  6～7 ？～8  8～9   9′〉10  10～11   11、・1：   

軋1＼  8．持  L   軋1賀   0・4％f  j・餓  ：．こ†   
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6  16・－17  叩～柑         之2′－23  川 i之3～24  Å 凶   

25 3．928  3，751  2，69ヰ  等．879  1，317  gO7  6銅  射摘  

1．＄7（l   2，855   2．40名   芝．ヰ51   2，525  2．088  1，358   30，  

％  了0．ヱ＼  鋼・6％  毒；÷  43．4鳥  錮．3％ 3¢．3％  

軋鍋 、M；、   0．5％ 34．0％ u   
て   2．悶   1．8l   †十0†   39  

；  

69．2％  66，8％   39   
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3．9283，8了8  
5．1％】喧．7％  

穴
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鴇
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27．6％  ∴・∴・  
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5．八  

川0．Oli  

6．職 6．  
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【注ヨ 上段：通話回数（百万回） 中段二総通話回数に対する比率 下段：同一時間帯中の革住別の比率  
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図表‡鵬†3時間帯別通話時間（NTT）  
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園芸‡一等4  時間帯別通話回数（N C C）   

10．0％  

通   

話 8．0％   

回   

数 6，0％   

比  

0％  
1 2 3 4 5 6 ア 6 910？112 －3 －415‘61718 柑 20 2122 23 24  

通 話 時 間 帯  印令  

4，摘  8・4％弓 了・9％  了、8＼  8．崩  了．鍋   晶瑚  13′〉1414′〉j5  †5ノ～16  烏16…－7  17～18  「246  ，502～ 475  卓8ヰ  504  474  
こ注】上段：通話回数（雷万珂） 下段：緒通話回数に対する比率  
通話回数は、DD －、JT、TWJ、TTN e 号の合計値。  
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図表ト】15 6年度■5年度僧風年度の時間帯別通話時間比較（NCC）  
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トラヒツウシェアの状況  5 N T TとN CCの   

：り 全国の総通話回数833億回のうちN C Cの通話回数は60憶回で、そのシェアは7．  

2％となっており、5年度と比べて0、6ポイント増加している。  

（2） N T TとNCCは主に県間通話市場で競争しているが、県問の通話回数は164億回で、  

総通話回数の19．6％を占めている。  

くこ31 この県間通話市場での卜JCCのシェアは31．3％で、5年度と比べて2．2ポイント増  

加しているが、このシェアの伸びは低下する傾向にある。  

（4） 東京都、大阪府、愛知県相互の通話では、NCCの通話回数はこの3都府県相互間の通話  

回数の54．1％となっている。 こ図表エー16】  

（5） 県間通話におけるNTTとNCCのシェア（発信べ山ス）を都道府県別にみると、NCC  

シェアが最も高いのは北海道（48．3％）であり、次いで広島県（4∈仁 0％）、宮城  

県（47．1％）となっているっ 一方シニアが低いのは、埼玉県（15．9％）、千葉県   

（19．1％）、奈良県（19．7％）となっている。E図表Ⅰ－18】  
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国表Ⅰ∬盲6  摘TTとNCCのシェア（通話回数）  

侶 全通話にお一ナるシェア  

′－総通話回数 832．6播回［794．4億回］・  

NCC 芸「【‾  
59．引意回［5乙0債郎  健

瑚
 
 
 

．
A
T
 
A
て
 
 

T
般
9
3
 
 

了
 
 

［
ト
L
 
 
 

珂
 
 

丁
億
％
 
 

3
日
 
 
 

、
．
‥
 
 

「
－
 
q
J
 
 

了
 
 7。2％ 〔6．6  

r2）県間通話におけるシェア  

r＋  総通話回数  回
 
 

億
 
 

6
 
 

2
 
 
 

、
イ
J
 
 
 

八
u
O
 
 

l
F
 
 
 

（3）東京都、大阪府、愛知県相互の通話におけるシェア  

県間通話  
r163．5億回－   

ヽ
幸
「
L
－
L
 
都
県
回
 
 

京
知
徳
％
 
 

東
愛
」
．
〇
 
 
 
 
 
 
〇
〇
■
h
J
 
 

‥
い
・
 
 

A
て
 
 

NTT  
3．了債回［3．4億回コ  
45．9％［45．6％コ  

NC  
C
 

4．4債回［4．1債回］  
54．1％［54．ヰ％コ  

監注ヨ［］内は平成5年度の値。  
NCC分は、Dm日、」T、TW」、TTNe音の合計値。  

図表Ⅰ－17  県間通話に占めるNCCのシェアの推移（通話回数）  

年度  室2矧3年度  
l】 緒度t5年度6年度   

己 県間通話に占める割合蔓－5・9％   
22廿4％  26．8％  29・憫31・3％   
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EZ］表I．18 県間通話における都道府県別NTT・NCCのシェア（発信ベース）  

NT頂間通話い」CC県間通話   

滋賀県   
（68．6％）   1ノ3て 4？（」   

京都府   
121  ∃   55  
264  150  

（638り≦： 弓 こ362ヲら：   

大阪府O 
トニi≡冨ノ   630 ≡ （3針2うも）  

奈良県  】68  ∋  

41   （803うも）  （19．7翫  和歌山  田  30   （719繋）   ／2ギ1％）   
鳥取県   

島根県   し723うも）  （2川虹」    47  F  17   巨  

′フ31Dもノ   （269！も）   

凱L偏  
㌶揖  46                         喜  ‖ P   卜蓑）萱   

広島県   1†二 L．」i  国   
邑  

く二52．Uウも）  1 ′4臥0％〉   

…       山口県   （356？も）   

ぎ  徳島県   24   

円  （6斗4‰          田    …  （65日り′も〉  ∈ （342讐′ら）  香川廉  田  田    （53糾完）  （4641も〉   

r （7日弓きも）  ぎ （215う毛） 冒   

て0 蔓  

吾 新潟県 蔓（5デ‡？5）    （424％）  L  富山県  巨   65  田      （錮．6％） ほ  
…（619つも）  （38＝忘）   

50   ブヨ   
云川県 モ  7も  現      喜 福井県 喜      蔓      ら  

く甘3ぅも）   （36′7ワも）   

山梨県 

。％）  団 ≒（305うも〉∈   佐賀県  田  田   （814％〉 F（用．鋸も）    74  43   （633†も）  ／36．了qも）  熊本痩   91    55  更（622でも）望（3用も）」   
静間県  

（421りも）   

∴11  

（409％）  

・二こ  
（303％）  

卓危は嘗万画  （）内はそれぞれの都道府県における、NTトNCCのシェア．  
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正   携帯』自動車電話の利用状況  

1 加入数・通信量の状況  

1J加入数  

平成6年度末現在、携帯・自動車電話の加入数は全国で433万加入であり、国民約30  

人に1台の割合で普及していることになる。対前年度比でみると約103％の伸びを示L   

ており、加入電話の伸び率1，9％と比べると大きな伸びとなっている。  

また、平成6年度末の加入電話の総加入数5，994万と比較すると、携帯Y自動車電話  

の加入数は約1／14となっている。【図表Ⅱ鵬1ヨ  

【注ヨ 日本の人口：12，432万人（自治省住民基本台帳調査1994年3月31日現在）  

図表Ⅱ－1 携帯・自動車電話加入数の推移  

●
 
 

（各年度末）61 62  63   1   2  3  4  5  

帥垂二旦塾  60？′ら 104でも 78ぅも  59？ら  24％  25％  

∵  



携帯【自動車電話の加入数を地域ブロック別に見ると、関東・東海■近畿地域が多く、   

この3地域で全国の約73．6％のシェアを占めている。  

一方、平成6年度の加入数の伸び率を見ると、関東、北陸、中国、四国の4地域が全国  

平均を下回っており、近畿、北海道等で高い伸びを示している。【図表Ⅱ一2】  

図表Ⅱ－2 地域ブロック別携帯d自動車電話加入数の推移  

北海道 東北 関東 信越 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄 全国  

対前年度末比伸び率  平均  

：122？ム†15巧も 8即も110？ら  93％1日咽 25琴も 89％ 919も10鍋r5％103％  

「‾（）内：全国シェア（％）  

上段 □：平成6年度加入増加数  

下段 浬：平成5年度未加入数  

∴1   



（2）通信量  

携帯口自動車電話の平成6年度「年間の総通話回数及び総通話時間はそれぞれ4ト7  

倍回（前年度比＋64．2％）、jO．467万時間（前年度比十63．2？も）である。  

【図表江…3、4】  

鼠表Ⅱ柵3  携帯十ヨ動車電話の通話回数の推移  

（単位：憶回）  

平成5年度  

二二二＝ 平成6年度  41－7（前年度比＋64  

才
 
ニ
ニ
 
 

」  

0  5  10 15  20  25  30  35 JiO  45  

国表Ⅱ－4  携帯一自動車電話の通話時間の推移  

（単位：万晴間）  

0  2．000  4．000  6．000  8．000 iO，000  
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（3）1加入者当たりの通信量  

1加入者当たりの通話回数は、1日3．5回であり、通話時間は1日5分20秒である。  

また、1通話当たりの平均通話時間は1分30秒である。  

これらの値を加入電話と比較してみると、1加入者当たりの通話回数はほぼ同じだ  

がその他はし＼ずれも低い値を示している。例えば、1通話当たりの平均通話時間は加  

入電話が2分50秒であるのに対して、携帯・自動車電話は1分30秒（約1／2）であ  

る。  

こ国表Ⅱ－53  

図表Ⅱ－5 1加入者当たりの携帯一自動車電話の利用状況  

（）内は対前年度伸び率  

回数（／‘日）  通話時間（／日）  平均通話時間（／／通  

3．4回   弓  5分04秒  梓成4年度∈   

」⊥  

1分29秒  

十  「一一r－1  
平成5年  3，6回  5分30秒  秒

 
 
 

3
 
 

分
 
 

3．5回   

（－2．8％）  

5分20秒  1分30秒  

牡」  （－1．1   

「て盲哀  

加入電話   3．8回  

至                成6年度芽  

0分49秒  2分50秒  

斗  

こ注】この表の数値のもととなる加入数には、前年度末加入数と当該年度末加入数  

を足して2で除した数を使用している。  
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、  

T TDoCoMoとNCCのトラヒツウシェアの状況   

全国の総通話画数41．7憶回のうち、NCC 仁DO、セルラー8社、デジタルホン3社   

及びツーカー3社）の通話回数は19．0憶回で、そのシニアは45．5％とな・つており、5年度   

と比べて3－0ポイント増加している。〔図表Ⅱ－6】  

図表Ⅱ－6  NTTDoCoMoとNCCのトラヒツウシェア（通話回数）  

N〇C15社  N TTDoCoMo9社  

41．9％（8．0億回）   

山川一…¶． 劇」  
平成4年度  

平成5年度  57．5％（14．6億画  42．5％（10．射意回）  

l  

54．5ぅも（22．7倍回）  平成6年度  45．5％（19．0億回）  
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3 距離区分別の通話状況  

／1）通信量  

携帯・自動車電話の通話量を距離区分別にみると、通話回数では約96％が、通話時  

間では約94％が760knl以内の通話となっており、760kmを超える通話は少ない。  

訂国表Ⅱ－7j  

（参考）  

160knlを基準に分析しているのは、現行の料金体系が主に160kmを境に区分されて  

いることによるもの。  

図表正一7 距鹿区分別通話回数及び通話時間  

（2j 平均通話時間  

距離区分別にて通話当たりの平均通話時間を見ると、柑Okl［以内の通話は1分28秒、   

160km超えの通話は2分30秒となっている。亡国表Ⅱ－8ヨ  

図表Ⅱ州8 1加入者当たりの距離区分別利用状況  

こち】4回   

0】1回  l   

」  

27一  



4 携帯一自動車電話と加入電話の相互通話状況  

（i〉 携帯・自動車電話相互間の通話  

総通話回数4ト7倍回のうち、携帯・自動重電話相互間の通話は、3．9億回であり、全  

体の約9％（3．9億回／叶7倍回×用0％）にとどまっている。【図表Ⅱ－9】   

毒：2）携帯旺自動車電話と加入電話との相互間の通話  

携帯・自動車電話から加入電話への発信通話回数は、加入電話から携帯。自動車電  

話に着信する場合に比べ1．7倍（23．7億回／14り奪回）となっている．ン  

すなわち携帯・自動車電話は着信のためよりも発信のための利用が主体となってい   

ることがわかる。【図表正…9】  

図表Ⅱ一9 携幕・自動車電話と加入電話の相互通話状況（通話回数）  

携帯・自動車電話加 入 電 話 合  計  

携帯】自動車電話   3・9億回 】 23．7憶回   27・6倍回  

加 入 電 話  14・1鯛 832・6舶  846・7債回   
■‾′ 

「㌃ 計  0 856・3離 874・3僚回   
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、  

状 塑」  ≧5 時間罵別の通話   

（り 通話回数の分布  

通話回数の時間帯別分布は図表Ⅱ－10のとおりであL∴ 概ね事務用の加入電話と同  

様の分布を示していることから、業務上の利用が多いことがわかる。  

朝の業務開始時の7～9時にかけて急速に利用が増加している。9時を境にほ時頃  

までは、昼休みの12時前後を除いてほぼ一定の利用がなされ、その後なだらかに減少  

していく。ただし、ピークだけをとれば、加入電話は業務開始の9時頃であるのに対  

し、携帯・自動車電話は業務終了の17時頃になっている点が異なっている。  

【図表Ⅱ－10】  

国表Ⅱ…用  時間帯別通話回数  

「
「
L
L
r
 
 

9
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一
ノ
 
 

通
 
話
 
 
ハ
L
り
 
 
 
に
J
 
 
 
パ
叫
1
 
 
 
 
つ
J
 
 
 
 
2
 
 

回
 
数
 
比
 
率
 
％
 
 

‾     、                           ‾                                                    ‾  ▼ 、  

0 7 2 3 4 5 6 7 8 91011121314 て5161718柑2021222324  
通 話 時 間 帯（時）  

携帯一自動車電話 一鵬 加入電話（全休）  加入電詔（事務用）   
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〔2）通話時間の分布  

通話時間の時間帯別分布は図表正一芦【のとおりであり、通話画数の分布と同様、概  

ね事務用の加入電話と同碩の分布を示している。加入電話〔全体）をみると住宅用の   

夜間の利用を反映して21～22時頃にピークが生じているが、携帯・自動車電話のピ…   

クは、通話回数と同じく17時頃となっている。【図表正一1了】  

図表Ⅱ－＝  時間帯別通話時間  

1
 
 
 
0
 
 

01 2 3 4 5 6 7  8 9 了0†1て2131J‡151617 柑192021222324   
通 話 時 間 帯（時）  

劇加入電話（全体） ‥・…・Ⅵ 加入電話（事務用）∃  携帯一自動車雷話  
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都道府県間の携帯一自動車電話トラヒック交流状頒   

携帯・自動車電話の同一都道府県内に終始する通話の比率を見ると、全国平均で78．8％   

となっているご∫  

地域別でみると若干の地域差が存在し、北海道（95．6％）、沖縄県（95．0％）のように  

比率の高い道県がある岬方で、首都匿、近畿圏等では60％台の県もある。こ国展Ⅷ一12ヨ   

都道府県間携帯・自動車電話のトラヒツク交流状況の上位10都道府県までの一覧は、図  

表Ⅱ－13のとおりである。加入電話の傾向と同様に、各県とも近隣県が上位を占めるとと   

もに、東京都または大阪府が上位に現れている。  

：う1¶   
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図表Ⅱ－3 都道府県間携帯q自動車電話トラヒツク交流状況 （通話回数：単位干回）  

33  
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こ注〕 総発信量の単位は千回  
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